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令和６年度 指定管理に係るモニタリング及びアセスメント実施報告書

１ 施設・指定管理概要

２ 利用者アンケートの集計結果

別紙 3_【大村市高良谷牧場】令和 6年度利用者アンケート集計結果のとおり

所管課 農林水産部農林水産振興課

報告日 令和 7年 6月 2日

施設概要

名 称 大村市高良谷牧場

所在地 大村市宮代町 1755-2

指定管理者

名 称 長崎県央農業協同組合

所在地 諫早市栗面町 174-1

募集方法 非公募

利用料金制 不採用

指定管理業務内容

① 家畜の委託の承認及び取り消しに関すること。

② 委託を受けた家畜（受託家畜）の放牧及び飼育管理に関すること。

③ 受託家畜の運搬及び引き渡しに関すること。

④ 牧場の保全のための有害物の除去及び害虫の駆除に関すること。

⑤ 牧場施設の維持及び修繕に関すること。

⑥ 牧場運用計画等の策定に関すること。

⑦ 家畜の受託報告等に関すること。

⑧ 災害発生時の通知に関すること。

指定期間 令和 4年 4月 1日～令和 9年 3月 31 日（5年間）
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３ 事業収支の状況

４ 指定管理者による自己評価

施設管理業務の実施状況については、設備の保守管理や清掃など、施設を適正に管理するために

必要な業務内容等について実態の把握を行った結果、管理運営基準（条例、規則、協定書）に基づ

いて概ね適正に行えました。

施設の利用状況については令和 7年 3月末で、乳牛 5頭、和牛 78 頭、計 83 頭となっております。

令和 6年度につきましては、令和 5年度と比較して預託頭数が増加傾向であり、月平均預託頭数

が 3.7 頭増となっており、事故においても、牧柵補強工事が功を奏し発生はありませんでした。

しかしながら、費用面では、依然として、飼料穀物や資材価格が高止まりの状態が続いており、

費用増となりました。

そのような中、牧場利用者協議会を定期的に開催し、現在、牧場が抱えている課題や問題点につ

いて協議を行い、継続的に畜産農家が安心して預託できる様に効率性の向上と費用のコスト低減を

図る為、計画的に牛舎・施設等や農業機械の更新等、大村市へ要望書を提出し、陳情を行いました。

令和 7年度については、牧柵補強工事の継続と農業機械の更新に予算をいただき、より一層の作

業効率の向上とコスト低減を図るとともに預託頭数が増加傾向となり、更なる増頭を図るには大村

市内はもとより大村市外の畜産農家にも預託を積極的に推進できるような環境整備と体制の構築が

重要でありますので、積極的な雇用の確保と更なる職員のスキルアップに努めます。

今後も関係機関の助言をいただきながら、再度、飼料体系を見直し牛に応じた飼養管理を行い、

機械器具の点検を徹底させるとともに、更なる家畜防疫対策を講じて、事故防止に努めます。

令和 6年度決算 前年度決算

収

入

① 委託料 16,229,000 円 16,229,000 円

② その他 12,676,150 円 12,213,454 円

計 28,905,150 円 28,442,454 円

支

出

① 人件費 8,901,53 円 8,389,015 円

② 需用費 12,076,574 円 13,355,658 円

③ 委託料 1,661,913 円 2,036,043 円

④ 租税公課費 20,000 円 20,000 円

⑤ 賃借料 66,550 円 131,890 円

⑥ 減価償却費 0円 0円

⑦ 役務費 129,985 円 129,835 円

⑧ 預託費 4,341,770 円 4,143,070 円

⑨ 互助費 284,210 円 271,590 円

計 29,783,628 円 28,477,101 円
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５ 所管課による総合評価

基本協定に定める事項及び管理業務仕様書に定める事項については、適正に実施されている。

海外情勢の変化や円安の影響による資材価格や飼料価格の高どまりが依然として継続し、牧場運

営に支障をきたしている中、自給飼料の増産などによるコスト削減等の安定した牧場運営に向けた

取組みについても継続的に実施している。

また、令和 5年度の事故発生を受け、老朽化施設の更新等を進めているが、牧柵については雨水

等で基礎部分が洗われ牧柵の機能を有していない箇所があり、預託牛の脱走が数件発生しているが、

適正な運営管理により、早期発見及び事故防止に努め、令和 6年度は無事故という結果であった。

利用者協議会についても、定期的な開催を継続しており、利用者、運営側、家畜保健衛生所等の

関係機関が連携し、牧場の運営状況や課題の共有に努め、適切な事故防止対策や防疫対策等を実施

している。

６ 改善点、今後の課題、解決策など

ここ数年の課題としては、事故発生防止対策及び物価高騰に伴う経費削減が課題である。

令和 5年度の事故発生を受け、令和 6年度は牧柵の改修工事 110ｍ、牛舎内の柱の改修工事等を実

施し、事故発生防止対策を強化した。

令和 6年度において事故は発生しなかったものの、預託牛の脱走や機械設備の故障による作業中

断など牧場運営に支障をきたしている状況であるため、施設や設備等の整備は、今後も継続してい

く必要がある。

また、現場作業員と農協事務局との情報共有が図れていない事例があったことから、連絡体制の

再確認と情報共有の徹底を指導した。コスト面の課題はあるが、業務量軽減や作業効率の向上に加

え安全性の確保の面からも作業人員の確保については長年の課題となっている。

依然として畜産資材や飼料価格の高どまりが継続しているため、施設や設備の定期点検の徹底や

飼料作物の生産性向上に努めるなど運営コストの削減に努める必要があり、適正な牧場運営に向け

て、今後も利用者協議会を通じて、牧場運営における課題の把握と共有が重要となる。
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７ モニタリング（業務の履行状況）チェックシート

評価・・・○（適正）

△（おおむね適正）

×（不適正）

基本協定に定める事項 履行状況 評価

第 12 条 事業計画書の提出 各年度末までに翌年度事業計画書を提出している。 ○

第 13 条 業務報告
毎月終了後 10 日以内に、前月分の事業報告書を提出し

ている。
○

第 14 条 事業報告
毎年度終了後速やかに当該年度の事業報告書を提出し

ている。
○

第 16 条 日報の記録 業務管理日報として記録している。 ○

第 17 条 利用者アンケートの実施 毎年度終了後に実施している。 ○

管理業務仕様書に定める事項 履行状況 評価

基本的事項
一括委託の禁止 一括委託は行っていない。 ○

文書の管理及び保存 適正に管理している。 ○

開場時間等
開館時間 午前 8時 30 分から午後 5時まで。 ○

休館日 なし。 ○

施設利用に

関すること

利用問合せに関すること 良好である。 ○

施設の案内業務 良好である。 ○

預託管理業務 適正に実施している。 ○

使用許可に

関すること

使用許可申請書の受付業務 随時受付後、市へ連絡している。 ○

使用許可書の交付業務 随時実施している。 ○

維持管理に

関すること

建築物の保守・点検 破損又は欠陥が生じた場合は、随時報告している。 ○

設備の保守・点検 破損又は欠陥が生じた場合は、随時報告している。 ○

施設の警備業務 有害物の除去及び害虫の駆除を行っている。 ○

施設の植栽管理
一部、手が行き届いていない部分も見受けられるが、随

時草刈り等を行っている。
○

施設の清掃 随時清掃等を行っている。 ○

突発的事項

緊急時の体制 連絡体制を整備している。 ○

突発的事故等の体制
現場作業員と農協事務局との情報共有が図れていない

事例がある。
△

台風等への事前対応 施設等を点検し、予防措置を講じている。 ○

保険 賠償責任保険への加入 賠償責任保険に加入している。 ○

人員 適正な人員配置 適正な人員配置を行っている。 ○

立入検査 運営管理の適正な実施 良好である。 ○

連絡体制 市と指定管理者間の連絡体制 良好である。 ○


